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奇跡の人を思う 

 

もうずいぶん前の話ですが、私が中学生の時、「奇跡の人」というアメリカの

映画を見たことがあります。聴覚障害、視覚障害、言語障害という三つの障害

を克服し、奇跡の人と呼ばれたヘレン・ケラー女史の子どもの時の物語です。

ヘレンは障害があり、周りの環境が理解できず、自分の感情をもコントロール

できず、いらだちを抑えることができなくて家庭の中で暴れます。親から見れ

ば手に負えない困った状態の中で、何とかその状態を改善したいという親の強

い願いによって家庭教師サリバン先生に出会います。はじめは家の中で教育が

始まりますが、きびしいサリバン先生の指導にヘレンは、サリバン先生の意図

することが理解できず、自分のやりたいこと以外は拒絶し、反抗を繰り返し、

優しい親に助けを求めて逃げていきました。 

教育が尐しも進展しない中で、サリバン先生は自分の指導方針を見直し、親

に、別の環境で、１対１の関係の中で教育を行いたいと提案します。サリバン

先生の教育に対して強い拒否感を持つヘレンに同情する母親は、サリバン先生

の提案に戸惑いますが、父親は母親を説得して、サリバン先生の提案を受け入

れます。それによってサリバン先生が望む教育環境が整い、サリバン先生とヘ

レンとの１対１の戦いが始まりました。 

映画の中では、二人の文字通りの格闘が生々しく、すさまじいまでに描かれ

ていました。人間社会にはルールがあること、勝手気ままには生きては行けな

いことをサリバン先生は身体を張ってヘレンに教えようとしますが、そのこと

を受け入れるにはヘレンはあまりにも未成熟でした。 

ただただ力任せに、一方的に支配しようとするサリバン先生（おそらくヘレ

ンはそう感じていたのではないでしょうか）に対して、ヘレンは心を許しませ

んでしたが、徐々にヘレンは二人だけの生活の中で、二人の力関係を思い知ら

され、しぶしぶサリバン先生を受け入れざるをえなくなっていきました。そん

な中で、ある日、サリバン先生は外で井戸水をくみ上げました。その水に触れ

たとき、ヘレンの中に何かが起きます。水を単なる静止したものとして捉えて

いたヘレンが、ポンプでくみ上げられ、流れ出てくる生きた動きのある、冷た

い流動感あふれる水そのものに出会えたのです。大きな感動が画面にあふれま

す。ヘレンが本物の水と出会ったのです。そのことをサリバン先生は見逃さず、

つかさず指文字で「ウォーター（水）」と繰り返しヘレンに教えます。やがてヘ

レンは自分が出会ったものにウォーターという名前があることを知ります。も



のに名前があることもヘレンには大きな驚きであり感動です。 

そのことがあってから、めざましくヘレンは成長をしていきます。全てのも

のに名前があることを知り、ヘレンの今まで眠っていた知識欲に火がつき、あ

らゆるものに関心が広がると同時に自分に対する関心も高まり、自分を見つめ、

成長しようという意欲が育っていきました。 

そんな中で、ヘレンは、サリバン先生のヘレンに対する温かな愛を感じ、そ

れを受け止め、愛されていることの喜びを全身で表していきました。 

 

私はこの映画を見たとき、ヘレンより、サリバン先生に強く心が引かれまし

た。ヘレンは三つの大きな障害を克服し、一人の人間として豊かに成長し、福

祉の世界だけでなく、多くの人たちに愛と希望を与え、奇跡の人と呼ばれまし

たが、私は、ヘレンだけでなく、サリバン先生も奇跡を作ったという意味で奇

跡の人だと思いました。 

 

私は教師になって子どもと接する中で、「世界中の子どもは、障害があっても

障害がなくても、奇跡の人になりたいと願っている。」「自分の眠っている可能

性を引き出してくれるサリバン先生に出会いたいと願っている。」という仮説を

立てました。もしかしたら、世界中の先生も、自分はサリバン先生になりたい。

奇跡を起こしたいと願っているのかも知れません。そんな気持ちで学校を見回

すと、毎日小さな奇跡がいたるところで起きているようにも思えます。 

 

私がここ本郷の地で今思うことは、ヘレンの両親の存在です。もし、ヘレン

の両親がサリバン先生の申し出を断っていたらどうだったのかということです。

私は奇跡の人が生まれる大きな背景として、ヘレンの成長する力を信じ、教育

に対するサリバン先生の情熱を支持した保護者の存在があったことを改めて嬉

しく思います。 

どんなに教師が、自分の信じる教育を推し進めようとしても、保護者がそれ

を支持し、応援してくれなければ十分な成果は上がらないと思います。また、

どんなに保護者がわが子の成長を願い、学校に期待をしても、出会った先生が

それに応えてくれなければ、子どもの可能性は引き出されず、子どもの成長も

十分なものにならないでしょう。現代の学校現場で、サリバン先生のような手

法が通用するかは別の問題ですが、私は、全ての保護者と教職員に、もう一度

改めて子どもと向き合うこととはどういうことかを問い直して欲しいと思いま

す。 

そして、子ども自身が様々な学習や活動を通して得られた感動や達成感から

生まれる笑顔を共に喜び、どんな時でも、子どもたちの小さな変化や成長を見

逃さず喜び合える保護者と教職員集団であって欲しいと思います。 

 


